
本市におけるごみ処理体系の概要 

参考資料１ 

大阪湾フェニックス

埋立処分 大阪沖埋立処分場
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選別と圧縮 再資源化

再資源化古紙類
＊美原区のみ

直接搬入ごみ

許可業者
が収集

臨時ごみ

臨時ごみ

生活ごみ

缶・びん

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製
容器包装

許可業者ごみ

継続ごみ

直接搬入ごみ

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ

小型金属

市が収集
(直営)

継続ごみ

市が収集
(委託業者)

資
源
化
業
者

東工場第一工場

【施設規模】 300ｔ/日

供用３７年（S52.3竣工）

事業者が
自ら搬入

市が収集
(委託業者)

市民が
自ら搬入

（残渣）焼却 溶融 （残渣）

【施設規模】 460ｔ/日

【施設規模】 16ｔ/日

粗大ごみ
（不燃小物類）

供用５年（H21.9竣工）

焼却 （残渣）

再資源化

リサイクルプラザ

【施設規模】 30ｔ/日

供用１９年（H7.7竣工）

クリーンセンター（破砕施設）

東工場第一破砕施設

【施設規模】 100ｔ/日

供用３５年（S54.3竣工）

東工場第二破砕施設

【施設規模】 50ｔ/日

供用１７年（H9.3竣工）

臨海工場破砕施設

供用１年（H25.3竣工）

＊選別（鉄分回収）は第一破砕施設のみ。

クリーンセンター東工場
貯留施設

【貯留容積】 2,204ｍ3

《 堺市のごみ処理施設 》

クリーンセンター（焼却または溶融施設）

臨海工場

【施設規模】 450ｔ/日

供用１年（H25.3竣工）

東工場第二工場

供用１７年（H9.3竣工）

収集・運搬 中間処理 最終処分


